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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月6日(2017.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　系統電源からの電力により自動車に備えられた駆動用の蓄電池を充電する充電運転、お
よび上記蓄電池に蓄積された電力を取り出し他の負荷へ供給する自立運転を行う充放電装
置において、
　上記充電運転時に上記系統電源からの交流電力を直流電力へ変換して上記蓄電池へ供給
し、上記自立運転時に上記蓄電池からの直流電力を交流電力へ変換して上記他の負荷へ供
給する充放電回路と、
　上記充放電回路を制御する制御回路とを備え、
　上記系統電源に停電が発生すると、上記充放電回路および上記制御回路に対して供給さ
れる制御電力を得るための制御電源をバッテリによるバックアップに切り替え、上記自立
運転を開始すると、上記蓄電池から取り出した電力を上記制御電源として用いるように切
り替えることを特徴とする充放電装置。
【請求項２】
　上記バッテリは、上記充放電回路および制御回路を上記系統電源の停電時に起動するた
めにも用いられる起動用バッテリであることを特徴とする請求項１に記載の充放電装置。
【請求項３】
　上記系統電源に停電が発生すると、停電が発生したことをユーザへ通知することを特徴
とする請求項１または２に記載の充放電装置。
【請求項４】
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　上記系統電源に停電が発生すると、その時点で行っていた運転を停止することを特徴と
する請求項１～３のいずれか１項に記載の充放電装置。
【請求項５】
　上記系統電源に停電が発生すると、ユーザによる上記自立運転の開始操作を待って上記
自立運転を開始することを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の充放電装置。
【請求項６】
　上記制御電力の供給源を上記バッテリへ切り替えてから、上記自立運転の開始操作がな
されずに一定時間が経過すると、上記制御電力の供給をオフすることを特徴とする請求項
５に記載の充放電装置。
【請求項７】
　当該充放電装置の内部部品を格納する筐体をさらに備え、
　上記バッテリは、上記筐体の外部に配置されることを特徴とする請求項１～６のいずれ
か１項に記載の充放電装置。
【請求項８】
　上記バッテリは、建物内に配置されていることを特徴とする請求項７に記載の充放電装
置。
【請求項９】
　上記充放電回路および上記制御回路へ制御電力を供給する電源回路をさらに備えること
を特徴とする請求項７または８に記載の充放電装置。
【請求項１０】
　上記電源回路は、上記筐体の外部に配置されていることを特徴とする請求項９に記載の
充放電装置。
【請求項１１】
　上記バッテリは、乾電池であることを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載
の充放電装置。
【請求項１２】
　上記電源回路は、上記筐体の内部に配置されており、
　上記電源回路は、上記電源回路が上記充放電装置を起動するための規定電圧よりも高い
電圧の電力を、上記バッテリから供給されることを特徴とする請求項９に記載の充放電装
置。
【請求項１３】
　上記筐体の内部に配置されている内部起動用バッテリをさらに備えており、
　上記バッテリおよび内部起動用バッテリは、上記電源回路に対して並列に接続されてい
ることを特徴とする請求項９に記載の充放電装置。
【請求項１４】
　上記バッテリと、上記自動車を充放電するためのケーブル内にある、当該自動車の制御
電源に接続される配線とが、上記電源回路に対して並列に接続されていることを特徴とす
る請求項９に記載の充放電装置。
【請求項１５】
　上記バッテリと、上記自動車のシガーソケットとが、上記電源回路に対して並列に接続
されていることを特徴とする請求項９に記載の充放電装置。
【請求項１６】
　上記バッテリは、上記電源回路に直流電力を供給し、
　上記バッテリから上記電源回路に上記直流電力を供給するための電力線をさらに備えて
いることを特徴とする請求項９に記載の充放電装置。
【請求項１７】
　上記バッテリは、上記電源回路に交流電力を供給することを特徴とする請求項９に記載
の充放電装置。
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